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三菱UFJ国際投信株式会社 商品マーケティング企画部 松尾 健治  

窪田 真美  
※三菱UFJ国際投信がお届けする、日本版ISAに関する情報を発信するコラムです。 

 

●投信協会「つみけん」、金融庁「モニタリング結果」に示される 
長期･分散･積立の重要性、その効果を常日頃から伝える事の重要性 

 

2021 年 6 月 30 日に日本の投資信託協会･松谷会長が「『人々の資産形成と持続可能な社会の発展』という資産

運用業の大きな社会的使命を果たすため、微力ではございますが、横川副会長、中野副会長、並びに杉江副会

長の全面的な協力を得て、業界一丸となって全力で取り組む所存です。」と言った(URL は後述[参考ホームページ]①参照)。 

発言には「すべての人に世界の成長を届ける研究会～“長期･分散･積立”による資産形成を実際の行動に～(通

称:つみけん)」の言及もあり、少し前の 6 月 9 日に「つみけんサイト」開設もしており(URL は後述[参考ホームページ]①参照)、

投信協会の長期･分散･積立による資産形成への並々ならぬ思いが感じられる。 

 

2021 年 6 月 30 日には日本の金融庁が「投資信託等の販売会社による顧客本位の業務運営のモニタリング結果

について」を公表している(URL は後述[参考ホームページ]①参照)。 積立がネット系証券会社を中心に伸び(概要 1 頁下記

グラフ左)、「積立投資信託の保有顧客数及び積立投資信託の販売額とも増加傾向であり、投信販売全体の１〜3

割を占めるまでになっている。」と出ていた(概要 1 頁)。 尚、ネット系証券の投信保有顧客数は 2020 年度に 278 万

人と前年度から 1.6 倍に増加、主要行(223 万人)や地銀(170 万人)を超えている(下記グラフ右)。 

       

            

           (出所:金融庁「投資信託等の販売会社による顧客本位の業務運営のモニタリング結果について（令和 2 事務年度）」) 

 

同モニタリング結果には「ネット系証券会社が、若年層や初心者を中心に顧客数を伸ばしており、大手証券会社等

にも迫る勢い」(概要 1 頁)、「(ネット系証券会社で)2020 年以降に顧客数が大きく伸びている要因としては、緊急事

態宣言等による外出制限、リモート環境の進展という事情が影響していると考えられる。」(本文 6 頁)と出ている。  

コロナ禍でネット中心に伸びる積立を検証! 
～投信協会「つみけん」、金融庁「モニタリング結果」に示される 

長期･分散･積立の重要性、その効果を常日頃から伝える事の重要性～ 

【投信調査コラム】日本版ISAの道 その337 
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ちなみに投信のネット取引は 2021 年 3 月末までの半年間に過去最高、若い世代のネット（含むスマホ）取引も増加

傾向だ(2021 年 6 月 14 日付投信調査コラムその 335 参照～URL は後述[参考ホームページ]②参照)。 

 

同モニタリング結果には、金融庁が金融機関の顧客を対象に 2021 年 1 月に実施した「リスク性金融商品販売に

係る意識調査結果」も盛り込まれている(対象は全国 20 歳以上の個人 9829 人～URL は後述[参考ホームページ]①参照)。 そこで注目

は、新型コロナ感染症による市場急落に関する意識である。 相場変動をどのように捉え、どのような行動を取った

か、との問いに対して、最も回答を集めたのが、いずれの年代においても「不安になったが、ふだんと同じように行

動した」だった(下記グラフの赤枠)。 一方、「保有商品の売却や商品の追加購入など、ふだんとは異なる行動をし

た」との回答は、全体では 2 割程度だった(下記グラフの青枠)。 「不安になり、保有商品を売却した」は全体では

4.6%、年代別に高い順に、60 代以上 5.2%、40 代 5.1%、30 代 4.5%、50 代 3.9%、20 代 2.5%となっている。 

 

   

     

                  (出所: 2021 年 6 月 30 日付金融庁「リスク性金融商品販売に係る顧客意識調査結果」) 

 

また、「新型コロナウイルスの影響による相場変動の際、金融機関からどのようなフォローアップを受けたか」という

問いに対して、約 7 割が「フォローアップはなかった」と回答した。 これらの結果から、金融庁は、商品販売後の販

売会社によるフォローアップについて、「新型コロナ感染症による市場変動時のフォローアップの中で、長期分散投

資の効果や必要性を説明する取組は一部にとどまった。」(概要 2 頁)と指摘、「顧客は、顧客意識調査でも示され

たとおり、市場変動時に、資産運用に漠然とした不安を感じて、明確な資金使途がなくとも運用資産を売却してし

まうことがある。 長期分散投資の効果を常日頃から伝えることは、安定的な資産形成に有効に寄与すると考えら

れる。(本文 27 頁)」と述べている(下線は筆者)。 

 

当コラムでは、日本で NISA が始まる前年、2013 年 2 月 8 日付日本版 ISA の道 その 2 から、継続して積立投資

のリスク/リターンについてベンチマーク別に検証してきた（URL は後述[参考ホームページ]②参照)。 2020 年 3 月にかけて

大きく市場が下落したコロナショック中での積立投資の結果については、2020 年 4 月 16 日付日本版 ISA の道 そ

の 302「コロナショックで市場が急変動!   こういう時こそ積立金額を増やし、慌てないで継続を!!」（URL は後述[参考ホー

ムページ]②参照)で取り上げている。 市場は回復してきたものの、新型コロナウイルスの変異株により、感染症の流行

が拡大するリスクも懸念される。 そこで今回はウィズコロナ下の最新 2021 年 6 月末まで積立を行った場合の結果

について見る。 
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NISA で多用される投信ベンチマークを期間･開始時･終了時(出口)を変え検証 

NISA で使われる事が多い投信ベンチマークについて、投資期間･積立開始時期･積立終了(出口)時期を変えて、

多種多様な検証をする。 投資の未経験者のみならず、既存の投信投資家で積立にシフトしようとする（した）人、

つみたて NISA の投資家はもちろん、一般 NISA 等の投資家も積立投資が出来る。 一般 NISA 等で積立投資を

行う場合、商品が限定されておらず、(つみたて NISA に比べ)自由度の高い投資が可能である為、こうした検証は

特に参考になると思われる。 

 

毎月 1 万円ずつ積立投資をしていたら、今いくらになっているのか、まず 2021 年 6 月末までの投資期間 5 年、10

年、15 年、20 年の元本とリターン(損益)が下記のグラフである。 グラフの左が時価、右が損益である(*手数料等

は考慮せず)。 

 
 

5 年、10 年、15 年、

20 年、いずれの資産

もプラスのリターンと

なり、グローバル株

（日本を除く先進国）

のリターンが最も好か

った。 「つみたて

NISA」適格投信フロ

ーにおいて、2021 年

は米国株ファンドとグ

ローバル株ファンドが

主導する純流入が続

いているが、合理的

な投資と言えそうで

ある。 

 

2021年6月30日 まで毎月末に10000円ずつ購入した時の 2021年6月30日 まで毎月末に10000円ずつ購入した時の

  現在の 時価　*左から投資期間 5年･10年･15年･20年。    現在の 損益　*左から投資期間 5年･10年･15年･20年。

2021年6月30日現在 2021年6月30日現在

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)
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5年 損益 10年 損益 15年 損益 20年 損益

投資期間 ５年･10年･15年・20年

20年での元本水準

*ベンチマークとはブルームバーグで代表的と思われるものを、当コラムで2013年2月8日付日本版ISAの道その2から継続して使用している(以下同じ)。
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積立投資は一括投資の様な「投資時期と終了時期の 2 時点での市場次第」と言うリスクは軽減されるが、「終了時

期の市場次第」と言うリスクがある(*積立期間中に市場価額が上がり平均投資単価が高くなる場合もある)。 そこで

積立の終了時を 2006 年～2020 年の各年末、2021 年 6 月末として検証する。  

 

まずは投資期間 5 年である。 新型コロナウイルス感染症による市場急落時の 2020 年 3 月末までの 5 年では、

日本債とグローバル債を除く資産は損失だったが、それらの資産も最新 2021 年 6 月末は利益であり、2020 年末

より利益を増やしている。 グローバル REIT や、グローバル株・日本株について、リーマン・ショック(2008 年 9 月)

後 2008 年末から 2011 年末まで損失が続いている。 ただ 2012 年末に回復、2014 年末にかけ利益が急拡大し

ている。 2020 年 3 月末までの積立結果については、2020 年 4 月 16 日付日本版 ISA の道 その 302 参照（URL

は後述[参考ホームページ]②)。 

 

5 年の積立では期間によっては損失となる事がある。 より長期ではどうか。 

 
 

投資期間 10 年は次頁グラフの通り、投資期間 5 年に比べ総じて黒字化している。 グローバル REIT とグローバ

ル株は、投資期間 5 年では 2008 年末から 2011 年末まで損失だったが、10 年では、2008 年末と 2011 年末だけ

で損失である。 エマージング株は 5 年で 2008 年末・2011 年末・2018 年末いずれも損失だったが、10 年では

2008 年末のみ損失となっている。  総じて損失となる年が減り損失額も小さくなっている。  ただ、日本株は 2008

年末から 2012 年末まで損失であり、投資期間 5 年より損失年が増えている。 

 

　毎月末に10000円ずつ5年間購入した時の 時価 　毎月末に10000円ずつ5年間購入した時の 損益

*左から2006年～2020年の各年末、2021年は6月末。　　 *左から2006年～2020年の各年末、2021年は6月末。　　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)        (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)
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そして投資期間 15 年と 20 年で、黒字化がより鮮明となる。 下記及び次頁グラフだが、大半がいずれの時点でも

利益、もしくは、見えないくらいの損失にとどまる。 2012 年末までマイナスだった日本株は 2013 年に黒字化する。 

2018 年末から 2021 年 6 月末にかけて利益が拡大している。 リーマン・ショックの様な相場暴落時でも、新型コロ

ナウイルス感染症の影響による相場変動時でも、長期になればなるほど積立投資では良好な結果になっている。 

 

  

  　　  毎月末に10000円ずつ10年間購入した時の 時価         毎月末に10000円ずつ10年間購入した時の 損益
*左から2006年～2020年の各年末、2021年は6月末。　　 *左から2006年～2020年の各年末、2021年は6月末。　　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)        (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)
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       毎月末に10000円ずつ15年間購入した時の 時価   　　   毎月末に10000円ずつ15年間購入した時の 損益
*左から2006年～2020年の各年末、2021年は6月末。　　 *左から2006年～2020年の各年末、2021年は6月末。　　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)        (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)
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1993年12月31日を100

とするデータの為、
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2006年12月)は無い。

投資期間 15年
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以上のリターン/リスクの大小や安定さを良く見た上で投資家が自身のリスク選好度や好み等に応じ投資する事が

期待される。 コロナ禍にネット中心で伸びている積立について多種多様な検証したが、投信協会「つみけん」、金

融庁「モニタリング結果」に示される長期･分散･積立の重要性がよく理解出来たと思われる。 証券業界・銀行業界

にはぜひこの長期･分散･積立の効果を常日頃から伝える事をして欲しい。 金融庁のモニタリング結果に「顧客が

長期投資を行う場合、金融事業者が商品購入時にとどまらず、定期的なフォローアップを行うことなどにより、顧客

側が長期投資の重要性や効果を確認する機会が生まれ、顧客の投資イメージに沿った行動のサポートに繋がる可

能性がある。」(本文 22 頁)とあった通りである。 

 

市場の値動きに動揺する事なく、ここに掲載したリターンやリスク等を参考に積立を検討、節税出来る金融商品を

使い、多様な選択肢から長期･分散の積立投資をして資産形成の一助にする事を強く期待する。 

 

                                                            以   上 
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    　　毎月末に10000円ずつ20年間購入した時の 時価       　 毎月末に10000円ずつ20年間購入した時の 損益
*左から2006年～2020年の各年末、2021年は6月末。　　 *左から2006年～2020年の各年末、2021年は6月末。　　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品マーケティング企画部が作成)

投資期間 20年

*データの都合上、エ
マージング債は2013年
末までの20年間から、グ
ローバルREITと日本株
(配当込み)は2009年末
までの20年間から、エ
マージング株は2007年
末までの20年間から。
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○当資料は日本版ISA(少額投資非課税制度、愛称「NISA/ニーサ」)に関する考え方や情報提供を目的として、三菱UFJ国際投信が作成したものです。

当資料は投資勧誘を目的とするものではありません。
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税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示すものではありません。市況の変動等により、方針通りの運用が行

われない場合もあります。
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○当資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。

○当資料に示す意見等は、特に断りのない限り当資料作成日現在の筆者の見解です。

○投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
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元本が保証されているわけではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。

○投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。

○投資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。
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